





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ﾝ　　問 回答数割合㏄） 回答数割合く％） 回答数割合く％）
これ位なら期間を問わずに余り支障はない L902　　41．4一一 一一5日位は何とか切りぬけられると思う 243　　　53964　　21．01．700　　37．0
10日位は　　　　　　〃 236　　　5．1970　　2H650　　14．1
1ケ月位は　　　　　　〃 542　　11．8729　　159463　　10．1
1ケ月も続くと病人がでると思う 　　　一 　　　一 275　　　6．0
2ケ月位は何とか切りぬけられると思う 一一 471　　10．3一一3ケ月位は　　　　　　〃 600　　13．1一一 一一半年も続くとあと病人が出るだろう 84　　　1．8 204　　　44一一1年も続くと東京から出ていくと思う 82　　　1．8 178　　　3．9280　　　6．1























































































































































実施期間 日数 節水に伴う　主な行事　・現象 取水制限













6－17U－19 3 高台の断水の給水車出動 375
















721～＆5P 16 35・5i 568 568
　　　　　　1W． 6～　　8．14　　　　　　1 9 471　1 424 424
　　　　　　i8．15～　　8．24
｝1° 477 477 477
8．25～　9．13｛2い 25．4 508 一



























制　　限　　期　　間 制限日数 給水制限 ％　・n
4　2－6－　　　9　～　　6－　1　1 3　日 30　％ 90　％日
6－12～6－16 5 35 175
6－17～6－19 3 375 112．5
6－20～6－3011 40 440
7－　　1～7－　　7 7 42．5 2975













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































蜘 ＿　’一一一一． 一 ・・ 一 ．一 ．一 1－・ ．． 一 己↓川寸均2．62
一
中方1｜け均2334











































昭和24 L393 291 54 316 144 7122，909
25 1，686 407 75 398 187 8683，622
26 1，325 216 40 222 122 536 2，460
27 1，118 170 31 204 100 502 2，124
28 1，242 207 38 265 115 6182，485
29 1，460 212 39 311 128 704 2，855
30 1，279 254 47 228 129 5482，486
31 1，432 ∠60 48 269 138 625
32 1343170 31 249 112 587 2，493
33 L554 183 33 237 126 5652，698
34 1，742 269 51 238 157 567 3，025
35 1，161 210 39 188 112 4722，181
36 1，243 172 32 154 107 4092，117
37 995 180 33 152 96 404 1，860
38 995 174 32 177 94 4521，925
39 860 151 28 158 82 397 1，676
40 1，169 183 34 237 106 4282，156
41 1，465 267 49 278 142 6132，815
42 909 134 25 126 80 374 1，647
43 1，210 211 39 246 115 4672，287
平　　均 1，279 216 40 233 120 5422，430
表一1．1．3　1三要地点流況表
（単位：m．1／s）













































































事業名 河川名 企業主体 取水個所 水　　道 工　　水 計 摘　　要
⌒一・　一一 一｝｝ －1、’一河水統制事業 相模川 横浜市 津久井町三井 4．55 100 5．55
東京分水
川崎市 〃 4．40 U5 5．55 2．66を含む
〃 1．39 一 L39他に農水@　4．16
　　　｜
D＿




神奈川県 〃 0．70 一 0．70
1横浜巾 寒川町一の宮 2．81 2．85 5．66
〃 1．70 一
　　11．70
〃 2．16 一 2．16
ト　計 10．52 4．48 15．00
その他の事業 相模川 神奈川県 城山町川尻 0．08 一 0．08
〃 寒川町宮山 131 一 L31
横須賀市 海老名町社家 0．73 一 0．73
計 2．12 一 2．12
道志川 横浜市 津久井町青山 2．00 一 2．00
中津川 横須賀市 愛川町半原 0．23 一 0．23
山　　梨　県 0．21 0218ケ所





























































































































































』 眺 宮　本 右 0．4ha 0．004“大　　鳥　　用　　水 5．6 0．26 隠　川 左 LO 0，011
諏訪森　ト用水 129 0．3ハ 川　代 左 25．5 0，561
葉　山　幻、川　水 189 0．48 丸　山 右
5．0 0，050
仙台卜 左 30．0 0，360
相　模　原　用　水 82．6 2．10 南ト谷 左 5．0 0，050
相模原1：地改良区
匤ﾋ」人ヤプ｛地改則メ 20L2495 若　宮 左 5．0 0，050
相模川西部｝姑改良艮 2556．5 5．00 尾　山 右 12．0
0，165
市　島 右 83 0，083
相校川ん，岸1地改則メ 219156．85 坂　本 左 120．0 L410
、汀 5，068．7 1995 才　戸 右 217．0 L691
金　田 左 50．0 0，420



















































































































































































































































km2 k㎡ k㎡集水面積 42．6 376 101．4
㎡ ㎡ ㎡総貯水量 3α700，0002⑨200，0002100，000
有効貯水量
　　　㎡25300，000　　　㎡21．70qoOO　　㎡1，700，000
m m m有効水深 42．0 45．0 150







































































































































































































































































































































































































































































1～2 3 4 5 6 7 8 9 10～12








4．93 5．21 521 5．21 5215485．48 5．48 5．21
“｝ 2650274029．0132373748 373937．3932652740
維持（ド流放流） 8．00 8．00 8．008．00 8．00 8．008008008．00
寒；
9．04 9049．04 9．049．52 9529．52 904
1　　　。t 16．5717．0417．0417．04 17．04 17．5275217．5217．04
宮1維持及横須賀 2．00
　・－
Q．00 2．00 2．00 200 2002002002．00
にがい用水 一 一 一 1．50 3．00 3．003．00 3．00 一


























































































■倶烏●●■■直 司●●● 「●■鈴用亭●　　筒 ●　●
　　　富夕■’▲
[　　●　A
@　吟傘冑●●亀D▲ ●●●●　　■●日向掌 廟　　■ ●　●夕　一　ス@”　一　－｡、噛　　1ピ♂1田’㌦ ‘　‘ψ㌔ψ　　　t　●　●　　　　‘2　　　　　　2■～■3 30 ●亭●■ 　‘0Q00ρ00o　　　山 、1ず　ぷば　、炉 3⑨．●● ◆
一　・　1 一一一ｨ一一一





A　　　5←3，　　　5 ■ ■　　　●　　　’，1 72　　　　●　　　　　θ 40、◎2 3
甲摩●8
　伊㎡200000　●　　川，■％ぬ☆ ‘’ 」」4▲　　　　9 ’　　　　　ρ　　　■　　山 ‘7　　　　’　　　　　■ ’ 3
























































































10．用3 　　　3S＿」L＾ 10．用3 　所　sP200S24～4321）既　計　吻・一一　『一一一
@　〃
一・一 800 〃 20

















．　　2。。。wr 〃 　「V ．L－－1 一　　〃
4水路抽 L－　「 『．Xー　痛「「、、 一一．一V 35～39 5 旧　例t　量











ぺ正　昭和　、、　　‘ 57”寸一一⊥⊥・”@”V　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　”，＿@一＿＿▲＿．　一・一一@　山1610　〃黶D@．一?黶D一@〃 35～39 5 101・7　　保存容量
” 〃 〃　　　山1580 ” 〃 〃 5 10
〃 〃 〃　　．lu　1586 ”　　　　　　　　” 24～4」 20 10
〃 〃 　　　‘P　 　〃　　　　　　　〃 〃　　　　　　　　〃 35～39 5 20
〃 〃 ”　　　　1　　　” 〃 〃 〃 5 0
〃 ”
→〃　　　乎U80
〃 〃 24～4320 10
〃 〃 　　1V　 　　　　　　〃 〃 〃 35～39 5 10
” 〃 〃 〃 〃 〃 〃 5 20
〃 〃 〃 平2200 〃 〃 29～30 2 10
〃 〃 〃 ・F2330 〃 〃 ” 2 10
〃 〃 〃 ド2400 〃 〃 〃 2 10
導水路案1、。。＿・＿一一十一一 10・耐
ニ　　ー4
寅．．・1［ ､26・・一戸 　　勺W00 29～30 2 10
　　　A－一一Ah　　　…　　”　　． 城　　山、山1000 〃 〃 35～39 5 10
　　‘V　 　　　　　　　　〃 〃　　　⊥」H．50 〃 〃 〃　　　　　　5 10
〃　　　　　‘　　　　〃
一一一V　　　Ull撒00 〃 〃 〃　　　　　　5 10　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
一一ｩ〃　　　　　　150 ．　・一　一一”　　一一一A 〃 ”　　　1　　5 10定　〃　川 山15°°ｫ＝　’｝｝一一@山1520　　　〃　　　　　〃 〃 5 10」．…L．z＿
V　　　　　1　　　　〃
．一一．．．一一¥一一一@〃　　　山1600一’・．　A．h　　　　　　　　〃 〃 5 　　　　　　　　　　　．P0
”　　　　　　220 ”　　　　U1600 〃 〃 〃 5




























〃 ”＿4⊥旦50 〃 ．寸｝@　〃
＝〃
5
〃 ・　200 〃　　　．』2000 〃 〃 〃 5
” 〃 　　　　　一h　　i山2100〃 〃 〃 5
〃 〃
一．@　　一＾一ト『
V U2200〃 〃 〃 5
富士川導水 200 ：干25ω 〃 〃 〃 5
” μ 平26．00 〃 〃 〃 5
〃 〃 平2800 〃 〃 ” 5














































































































昭和30年 一 『 一 一城　　山 39 一 10．5 一
　－
@　一












































































































城　山 宮ケ瀬 城　山 宮ケ瀬












36 1，606 1，823 2，455
37 L387L5682，135
38 L3781，530 2，031












昭和24年 32％ 28％ 55％ 71％
25 30 26 51 66
26 41 36 70 91
27 42 26 66 86
28 39 34 62 80
29 33 29 53 69
30 39 34 63 82
31 36 31 57 74
32 39 35 63 82
33 32 28 54 71
34 29 26 64
35 48 43 75 97
36 39 35 65 84
37 46 40 75 97
38 46 41 79 102
39 51 45 79 103
40 36 32 60 78
41 32 29 55 71
42 52 46 82 106
43 38 33 62 80







利　用　現　況　　　億㎡ 現況?p率 摘　　　要水　糸 基準点 面桶回
年間平均
漉ｬ出甘










































花水川 全　　域 1径｝，0 2．130」97 0，004 0，201 10．0
境　川 238．7 2．570，3480，002 035014．0擁灘変勲恒
鶴見川 234．5 2．300，1170』92 030913．0霧較昧質橘
村田川 111．9 L23 0，110 0，110 9．0
養老川 245．9 2860，6530946 1，59956．0山倉ダムまで
小　川 273．2 3．田 LO950，014 L10930．0
小糸川 148．7 1．840，676 0，110 0，78643．0











































































































50年に1度ぐらいはやむをえない 513 11．2 14．0
100年に1度ぐらいはやむをえない 376 82 10．2
絶対に断水があってはならない 463 101 12．7
その他 393 8．5 10．6
無回答　　　　　　　　　　． 914 19．9 一
・　＿＿・一一　1　一
































































昭和39年のような渇水が起るとすれば 回答数 割合％ 無回答を除いｽ時の害1撤％）
5年に1度ぐらいはやむをえない 827 18．0 224
10年に1度ぐらいはやむをえない 1，108 24．1 30．1
50年に1度ぐらいはやむをえない 513 11．2 14．0
100年に1度ぐらいはやむをえない 376 82 10．2
絶対に断水があってはならない 463 10．1 12．7
その他 393 8．5 10．6
無回答 914 19．9 一


























































































































































































































































































7‘5 吻 rJ 翻o 叶 oloo ÷ ■1　　‘ ↑ ↑ 40
1 め1
















‘，125 do’ 掬0 i o
oo 一 『　　　　　介 ↓ 40i1　　11
1 ，o
1
50 1 1 20
10
1，435do， 4　‘e40、 ワo
ア 8 9 ‘O　　ll　ll21 2 3i4 o
表一4．2．1　節水計算の結果（節水規模）
節水 維持流品o㎡ノも 維持流量4㎡? 維持流罎8㎡，タ
率f，a 日数 ％’day 日数 ％・日 日数 ％・日 日数 ％・日
5 20 100 15 75 25 125 51 255
10 15 150 31 310 52 520 67 670
15 31 465 62 930 46 690 36 540
2〔D 37 740 36 720 49 980 28 560
25 25 625 28 700 31 775 46 1，150
30 36 1，080 56 1，680 25 750 一一 一



















































































































































放流時間 放流タイプ case柘処理水BOD 備　　　　考
oB3－6－2020ppm左右岸処理場から流入　6㎡／ざ分フラッシュ毎日毎日放流 oB3－6－1010 〃　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　〃
oC3－6－2020 〃　　　　　　〃　　　　　　隔日隔日放流 oC3－6－1010 〃　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　〃
oD3－6－2020 〃　　　　　　〃　　　　　　3日毎2日置放流oD3－6－1010 〃　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃
oE3－6－2020 〃　　　　　　〃　　　　　　5日毎
3時間 4日置放流oE3－6－1010 〃　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　B3B6－2020 〃　　　　　　　〃　　　　　　毎日2回
毎日放流 B3×6－20 20 左岸流入なし　　　”　　　　　　　”
隔日放流 C3×6－20 20 〃　　　　　　〃　　　　　　隔日
2日置放流 D3×6－20 20 〃　　　　　　〃　　　　　　3日毎
1日2回放流B3B4－2020 ”　　　　4㎡／s分フランシュ毎日2回
毎日放流 B3×4－20 20 ”　　　　　　”　　　　　　毎日
隔日放流 C3×4－20 20 〃　　　　　　〃　　　　　　隔日
2日置放流 D3×4－20 20 〃　　　　　　〃　　　　　　3日毎
oB6－6－2020 左　右　岸　　　6㎡／s　　　　毎日毎日放流 10 〃　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
隔日放流 C6－6－20 20 〃　　　　　　　〃　　　　　　　隔日6時間 C6－6－10 10 〃　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　〃




3時間 毎日放流 B3Y6－2020 イ」岸分割　　　　　　6ml／s分ソラッ／ユ毎H
















































































































































































































































































































































































































・Xj1020 3040 50 60
10 9985 83 82 8281
2010097 95 94 9494
30 〃 99 97 979696
40 〃 10099 98 9797
50 〃 〃 9999 9898
60 〃 〃 10099 9999
70 〃 〃 〃 99 9999
80 〃 〃 〃 1009999
90 〃 〃 〃 〃 9999


















































Cj D Cj D






Cj D’ Cj H
㎡／8 ㎡／8 ”〃s パ／s
0 0 1α0 2．06
5．0 1．60 20．0 2．06
6．5 1．70 30．0 2．06




D’ Ch D’ Ch
〃s パ／s ㎡／s ㎡／8
0．00 0 2．06 20
1．60 10 2．06 40

















































































































































































































計画案別 施　　設　　名 開発水賦 備　　　考
1．既設　＄業 相模・城山・道　・串川 29．53mシ鱈　　　　　103C足星21．OOO　　　　　　㎡

































































































































































’ぷ　　　　」1、」 ，1　　状 ・j　rノ、 数　　　　禄
巾高湿’3．8OO蹴凡蹄Ψ」
’η　　　トン不ル 30．000mコンクリート己








・り　　｝　　　　ノ　　ノ オ｝‘樽”　　出　　　‘ 力　4、60⊂｝鼎／台 4台






















































4．5 0．85 15．3g 〃 6．86
6 0．95 17．20 〃 5．05
7　～　　9 1．00 18．11 〃 4．14































































































































































































































































































































































































1 0．3 0．3 0．3、1。ト
2’ （，．］ 0」 0．1
ゴ 1L2 0．2 0．25









6 o．05 f）．05 0．05
7 O．02 f）．02 0．02
9 o，025 0，025 0．03
9 o．oo｛1 0，006 （Loo6































































































@828一一一一@4．18 （一）O．49 1－@212一）　212 4．97 8．77
2 ケ 7．73 3．91 〔一フLOl ‘一・　449 一）　661











5 〃 7ji・1 4．1：ハ ←）（，．71 「－1　307 ｛・ Q．4974．84 〃
6 〃 9．12 5．81 1）．（，1ハ O⊂〕0 ・－i2．1975．81 9．12
10．1 〃 ‘i．8‘） 3．63 （一）L55 ・－1　670 一）3．1575．18 8．35


























































順位 年 全補給容量 小瀬川ダム 彌栄ダム 最小貯溜量
1 S．42～S．4485，290 1，500 83，790一35．790
2 S．34～S．3754，130 〃 52，630 4，630




R5，8105 S．31、S．32 〃 34，310 13，690































15 S．26 8，970 〃　　　1　　　7，470 40，530
16 S．25 8，870 〃　　1　7，370　　　　1 40，630





























































区　　間 QI Q1［ Q皿 Qロ





































驪ﾆ名 1 2 3 4 5 6








































































































































































































































































































































































旧亀 nl佑 1｝1■　　1β111．6訂 1．伺6 ‘H■
1，181







区　　　分 節水日数日 平均節水率00 ％・日
夏季第1次節水 9 15 135
冬季第1次〃 14 31 434
第2次〃 67 40 2，680
第3次〃 26 50 1，300




































































































































．0〃〆s ．3 ． 1．0















































日　数 ％・日 日　数 ％・日
10％ 26 260 26 260
20％391 7，820 60 1，200
30％ 331 9，930














































一100 1 1 1
1 1
1
一1鼠｝
klF　lv　isewsdi　1°　15　20　25　30　SS　CO　45
146一
第5節　むすび
　彌栄ダムは治水面で，ダム地点洪水量2．600〃〆sを1，700〃〆s調節して下流の
水害防止に大きな効用を発揮するが，利水面でも，既設の小瀬川ダムとの一体運用に
よって従来の渇水基準年である昭27年を昭39年～40年に変更することによって，
2年に1度の割で渇水となっていた利水の安全度を5年に1度の状態にまで引上げる
ことが出来た。（第1編表一3．1．1参照）
　水の利用率は60％を越すことになるが，先づ基準渇水を変更することで安全度の
向上を計ったことは評価して良かろう。筆者の提案する維持用水の確立方式によれば，
一応O．3〃〆sの現計画で水質保全は可能であり，20年に1度の規模の渇水にも，転
使用と節水を併用することによって乗り切り策を見出すことができた。
　しかし，利用率が60％を越し，工業用水が主体と言う小瀬川の利水体系としては，
50年，少くとも3g年に1度程度の渇水を乗り切り得る維持用水が確保される必要
があると考えるべきであろう。
　換言すれば渇水補給用の貯溜水を今後何らかの施設によって準備することが望まれ
るが，このことは必ずしも小瀬川の今後のダム計画に頼ることを意味するのではなく，
当然，工場内の用水のじゅん環回収水の率を向上させるとか，海水使用率を高めるな
ど，いわゆる水資源の総合施策の中で計られるべき安全性の向上ということも包含し
ている。
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結 語
　水資源に対する急激な需要増加のために多くの河川でダム建設が盛んに行われてい
るが，とくにわが国では河川開発が進展して，既利用の水利を含めて水利用の状態が
最終段階に近づいたと思われる河川が目立つようになった。このような河川において，
高度に開発された水資源は質量共に安定した状態で利用できることが従来以上に要求
され，しかも河水の利用率が高くなればなる程ますます重要となる。
　本論文は，このような高度開発された水資源の安定供給を保証する安全性について
基礎的・実際的に研究したものであって，得られた成果を要約するとつぎのとおりで
ある。
　第1編の基礎的研究においては，
　1）これまでの低級開発において採用されてきた基準渇水の取扱い方法を高度開発
　　に適用すると毎年のように水不足を来すこととなることを具体的に示し，これを
　　改良する方策として，30年程度の時系列資料を用いて年確率1／IO程度（少くと
　　も1／s以上）の渇水を基準とすべきことを提案した。
　2）従来．河川の正常な機能を維持するに必要な水量として単に概念的存在であっ
　　た河川維持用水を，河川環境の保全に必要な水量を中心とした明確な目的をもつ
　　ものとして定義すべきことを提案するとともに，各種の目的を具体的に明らかに
　　した。さらに高度開発された河川においては，基準渇水を上回る渇水のときに対
　　処できるように，河川維持用水の果す役割の中に異常渇水時に必要量を他用水へ
　　転用することを明確に位置づけし，転用によって環境保持等に重大な支障を来す
　　場合には専用の貯水池を設けることが必要であることを明確に示した。
　3）需要側の異常渇水時における節水の限度を示す指標としては節水率と節水期間
　　を同時に考慮した％・日が有効であり，需要側の内容によって多少の巾はあるが，
　　一般都市用水にあっては，異常渇水時の節水の限度は最大節水率30％で，1．000
　　～1．500％・日であることを明らかにした。
　4）利水の安全性を確保するためには，計画の段階において異常渇水時の対応策を
　　予め検討しておくべきことを提案し，その際，年確率1／so程度の異常渇水を対象
　　として検討すればよいことを明らかにした。
　5）　h記の対応策は，河川維持用水の転用と需要側の節水とで構造されるが，この
　　対応策をシステム論的に研究してシステムの構造を明らかにした。さらに，転用
　　と節水のル　ルを定める数理モデルをグラフの理論を応用して提案し，具体的な計
　　算のアルゴリズムを確立した。
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第2編の応用的研究においては，
6）相模川の水資源開発が最終段階のものであることを歴史的経過と水文特性・流
　域特性の検討から示し，その中心が宮ケ瀬ダム計画であることを明らかにした。
7｝宮ケ瀬ダム計画における基準渇水として年確率1／s強のものを採用し，既利水
　を含めて総合的に見直しを行うことによって，現在の安全度より数倍高い安全度
　をもつ水資源が確保できることを具体例をもって示した。
8）河川維持用水の転用と需要側の節水は，河川環境の保持，社会の耐えうる限度
　において，年確率1／so程度の異常渇水時において可能であることが第1編の数理
　モデルを利用した計算から明らかになり，上記の基準渇水を対応とした利水計画
　が十分安全であることが判明した。
9）高度開発でとくに重要となる支川間の変動する流量を流すための導水路問題に
　ついて技術的に検討し，その設計方法を具体的に示した。
10）小瀬川の彌栄ダム計画の場合は完成後の河川利用率が60％強程度になる開発
　計画であるが，相模川の宮ケ瀬ダムの場合と同様な検討の結果，基準渇水は年確
　率1／s程度のものを採用することによって現在の安全度より数倍高い安全度をも
　つ計画であり，また，年確率1／20程度の異常渇水時には耐え得る限度内の河川維
　持用水の転用及び需要側の節水によって十分乗り切ることができることは明らか
　になったが，年確率1／so程度の渇水を乗り切るためには，今後の開発計画におい
　て渇水補給のための維持用水を確保することの必要性が明らかとなった。
　　逼迫しつNある水需給を改善する策としては．需要側原単位の節減，回収水再
　利用、下水処理水の再利用等有効な方策が導入される事は必然的な成り行きと思
　われるが，それらの中で河川は依然として供給側の主軸を占め，開発は高度化の
　一一途を辿ることは自明である。高度開発計画立案の段階において本研究の趣旨が
　生かされて，充実した開発計画が樹立されることを望むものである。
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